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人抜歯創治癒過程のレ線学的研究
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第1章緒
　抜歯創の治癒過程は抜：歯後における義歯装着

の問題と密接な関聯性を持ち，歯科医学的に重

要な意義を有すると共にレ線学的にも謡扇の治

癒過程とレ線像の推移に関し興味ある問題を提

供するものである．

　これに関する研究業績は組織学的研究として

はWedel，　Heider（1865），　Gottlieb，　Sicher（1

913），Euler（1923），　Saint－Martins（1927），

Hatton，　Schr批m（1928），中村（1929），　H：．

Meyer　（1935），森田，　『二野　（1936），　Axhausen

（1949），高橋（庄）（1952）等多数の報告がある

言

がレ線学的研究はEuler（1223），　Kittne「（193

3），下川（1953），等の報告を散見するのみで

あってレ線学的観察は犬を用いた実験を主とし

人抜歯創の治癒過程については下川（1953）の

観察例を見るのみである．

　余は多数の人抜歯創例を長期に亘り，極めて

多方面から詳細なるレ線学的観察を試みたる結

果を検討し，これと臨床所見を比較参照した結

果をここに報告して諸賢の御批判を仰がんとす

る次第である．

第2章検査材料及び観察方法

　　　　　第1節　検　査　材　料

　1）検査材料は金沢大学医学部放射線科，紳戸山科

大学放射線科，済生会兵庫県病院放射線科及び紳戸中

央市民病院歯科の外来患者にして下歯適応症の歯牙疾

患を有するものである．

　2）症例数は94例，男女1性別区分はしなかった，

（男53例，女41例）

　3）年齢的には満19歳～73歳迄とした，

　4）検査間隔は同一扱歯創を術前，術後，術後1週

聞，術後3週間，術後1カ月，術後2～7カ月と区分

して可及的同一条件において蓮続撮影した．

　5）x線発生装置は森田製J・M・Grint歯科用x

線装置を使用した．特に焦点は0・5mm平方の極鏡焦

点管球を髪着して像の鮮鏡を期した．

　6）撮影条件は，二次電圧60KV，二次電流10mA，

焦点フイルム聞20cmとし撮影方法はロ内法に従って

歯科用フイルムをロ腔内歯列内側に正しく一定条件に

固定し，申心レ線の方向はCiesynski氏の等径法則に
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従い可及的実物大に撮影すると共に，同一条件にて凡

ての撮影を行うよう特に留意した．

　7）フイルムはMininlax，　Eastman，　Klodak，歯科

用フイルムを使用し現像はS・D・X指定現像液にて

指定条件に従って液温18。Cにて5分間現像し，型の

如く定着，水洗，乾燥し観察に供した．

　　　　　第2節　観　察　方　法

　観察方法として撮影順に一葉宛拡大投影装置によっ

て5倍に拡大投影し，該当歯槽附近の顎骨，骨梁倣況

及び隣接部の変化を精細に経過観察描記した．

　経過観察には特に個人別に扱歯後の治癒過程につい

て精細なる観察を試みた，

　年齢的観察．

　経過観察を年齢的に20歳迄，30歳迄，40歳迄，50歳

迄，51歳以上と5大別して同一区分別にも年齢的な治

癒過程を検討した．

　歯牙疾患の種類．

　抜歯適応症の中で騙蝕のため甚だしく破壊されて保

存の見込なき場合，歯槽の化膿性疾患の原因をなした

る歯牙にして治癒の見込なき場合，歯性歯槽膿瘍，顎

骨骨膜炎，骨髄炎，顎骨及び歯槽の腫瘍，歯槽膿漏，

埋伏歯及び過剰歯配列不正の場合，発生困難なる智

歯，残根歯，孤立歯，挺出歯等である．

　処置方法．

　抜歯は通法により行い病巣は殆んど全例掻温し，根

端病巣を有する歯牙の場合は扱歯窩へp・c・デソタル

コーンを挿入した．

擁
1鍵

豊○一つ，δ　2エ歳．　一

病名21c4・

　術前所見

罹患歯根端周辺には不整形

の透明部とその周囲の陰影

増強ヨ幣を認める．

　術後所見

抜歯後歯槽周辺に爾漫性陰

影増強を見る．

　術後1週間所見

継歯窩稼ぐ縮小し，周辺の

暗影は浦失．

？　　　　術後3週間所見

　　　扱歯窩は縮小，歯槽縁に線

　　　状の陰影増強を見る．

第3章　実　　験 例

　術後1ヵ月所見

虚血窩は著しく縮小，歯槽

縁及び周辺の陰影増強著し
く濃厚化す．

　術後3ヵ月所見

抜歯窩更に縮小，不明瞭化，

周辺の陰影増強も滅少．
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（⊃野泰（⊃，　♀　　24歳．

病名匠。4

　術前所見

粘膜下の残根を認める．こ

れに接する顎骨縁に僅かの

蓬明帯存在．

林○洋○，♀　21歳．

病名1τq
　術前所見

罹患歯根端一部の尖端附近

に小透明部とその周辺の軽

度禰難解暗影を認める．

　術後所見

扱歯後格別異常陰影を認め

ない．

ll
　　〆
　　　▽’

鉾灘

　箭後所見

抜歯窩一部周辺に軽度禰漫

性暗影の増加を認める．

　　　術後1週閥所見
〆

　　顎骨辺豫透明帯消失．

　術後1週間所見

扱歯窩1稻ヒ縮小傾向，その

他1前所見に比し著変を認

めない．

　　　　　　　　術後8週閥所見

　　　　　ハ＿ノー4ラ　　　　前所見同様．

1・

霧

▽

　術後3週間所見

械歯窩稚ヒ縮小し，窩腔内

に板層状の骨増生を認め，

周辺の禰漫性暗影は減退．

研
　ノ

　　　　　　術後1ヵ月所見
　　〆

　　　　　前所見同檬．そ

野

1へ、ノ’▽

¢驚

　術後1カ月所見
抜歯窩著しく縮小し，内部

に板堅肥乃至網朕の骨増生

著明，周辺の禰漫性暗影梢
ヒ増張．

　術後3ヵ月所見

前所見同襟． 晦騨9

　術後3カ月所見
扱歯窩縁よりの骨増生が特
に著しく扱歯窩全く不明瞭
となり，窩内は網朕に増生
した骨海綿質を以て充填さ
る．1
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　　　　プペ

新○文○，　♀　　39歳，

病名　「5一慢性化膿性歯根

　　　膜炎，

　術前所見

罹患歯根周辺に軽度の陰影

増強を認める．

別役○○，＄　59歳．

病名　訓　歯槽膿瘍．

　術前所見

罹患歯根周辺に広く帯状の

透明部を認める．

　　　ロ

術後所見

抜歯窩周辺に軽度の爾漫性

曙影を生ず．

　術後所見

絨歯後，扱歯窩周辺に著変

を詔めない．

　術後1週間所見

二丁窩壁に線朕の陰影増強

を留める．その他は前所見

と同檬．

　術後1週闇所見

前所見に比し論語を認めな

い．

縢塗｝
魎照野

　術後3週間所見

抜歯窩稽ヒ浅くなり周辺に

網点の骨柱増強を認める．

麹1
　術後3週間所見

抜歯窩周辺の透明領域稽ζ

不明瞭化．

》

唾
彦

　　が霧’
冨，い偽

　術後1ヵ月所見

前所見と略ヒ同檬． 蟻難1
　術後1カ月所見

前所見に比し著i変を認めな

い．

　術後3ヵ月所見

扱歯窩著しく縮小且つ不明

瞭化．
　　璽刎頻・＆
　、“へ・争一

　術後5カ月所見

抜歯窩著しく不明瞭化し，

司の一部歯根周辺に陰影

増強部を残す．
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〃
　　　　　　！
ノ

き、〃毅

　∠　　　　　　　　　　　　亀

田○良○，♂　38歳．

病名　百1智歯周囲膿瘍．

　術前所見

罹患歯周辺に近接した透明

領域及びその周辺の陰影増

強を認める．

’テ！て

／

’

‘拶↑

行○○ん，♀　73歳。

病名　123動揺歯・

　術前所見

嘔　歯根周辺に帯状のi透

明部とその下方顎骨に骨萎

縮像を認める．

術後所見

械歯窩周辺の著明な禰漫性

暗影を認める．

　　　魏、
　　　　κ1

ノ　　　　　〆
　’、4

　ミ　男
　　噂　　〆

　術後所見

咳扱歯窩及びその周辺に

格別の所見を認めない．

笏　　ノ 術後1週間所見

械歯二三ζ不明瞭となり周

辺の陰影増彊も稽ζ減少．

7
濃’

饗
　術号1週間所見

嘔　抜歯窩及びその周辺
に格別の扇面を認めない．

．ム

饗
　術後3週間所見

扱歯窩全く不明瞭．

　術後3週間所見

嫉歯窩は何れも漸次縮小し

窩内に石灰沈着傾向著明．

爾後1ヵ月所見

前所見と略ヒ同檬
、

　術後1カ月所見
前所見と略ζ同標なるも，

周辺の顎骨に骨萎縮像出
現．

変

グi箋

　”．ンづ

　ク移・
7易

鯵
多

術後3カ月所見

扱歯窩殆んど消退． 驚緯ぎ
　術後3カ月所見
扱歯窩殆んど消失し顎骨縁
は略ヒ李滑となり，著しい
骨萎縮像を呈す．
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イ

”〆

　　　　r

押○○太，♂　46歳．

病名　「6急性化膿性歯根

　　　膜炎．

雲蕪駿一の

○曾通○，♂　40歳．

病名「gc4・

　術前所見

罹患歯根に接し境界不明瞭

の透明領域を認める．

　術後所見

扱歯窩周辺の軽度の禰漫吟

暗影．

一織i謬1奏

　術後所見

堅甲窩の境界は不明瞭で不

整形の透明領域を形成．

　　♪ン愉ツ

　術後1週間所見

抜歯窩縁には線状の陰影増

強を認めるが周辺の灘漫性

暗影は消退．

　術後1週聞所見

扱歯窩透明領域は精ミ縮小

し，周辺に濃点駄影を生ず・

　　　で
　　タ　　　z

　術後3週間所見

顎骨の歯槽縁遽縮，抜歯窩

縮小す．

張

沙

　術後3週間所見

扱歯窩は更に著しく縮小，

濃点二三は浦退．

　術後1ヵ月所見

扱歯窩は更に縮小，単票に

石盤沈着像増加．

　κ影　7
　　　　　　7癒，
一‘

@　　　蜘
　　　　、

　術後1カ月所見

前所見と略ζ同檬．

　術後2力坦所見

扱歯窩更に縮小且つ不明瞭

化す．

，らド．％
滑／

！遡

　術後3ヵ月所見

抜歯窩は全く消失し，網状

乃至斑朕の骨構により充填

さる．
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茶○太○，♂　45歳，

病名17c4・

　術前所見
罹患残根に接して不整形透
明部を見，その周辺の顎骨

に広く陰影雨意縁を詔め
る．

押○○太，3　46歳．

病名　「7急性歯槽膿瘍

　術前所見

罹患歯根周辺の透明帯とそ

の外周の陰影増強領域を認

める．

術後所見

扱歯窩周辺に軽度禰漫性暗

影増加．

術後所見

扱歯窩周辺の禰漫性暗影，

　　ぞ 　術後1週間所見

扱歯窩縁にZF滑化し，これ

に接する小部分の駆歩増弧

を認める．

　術後1週間所見

扱歯窩周辺の乱漫性暗影は

梢ぐ減少するも斑状濃暗影

増強．

髪

務

術後3週聞所見

拡歯窩消失，扁4三化す．

　　　ノ

　術後3週間所見

直抜歯により再び広範囲

の幽幽性暗影を生ず．

術後1ヵ月所見

抜歯窩全く消失，周辺の暗

影も減少す．

術後1カ月所見

禰漫性曙影減少，扱歯藤西

ぐ不明瞭化．

欝’
　術後3カ月所見

前所見と略ヒ同様．

　　　　　　　／

　術後3カ月所見

抜歯窩著しく不明瞭化し，

周辺の斑状濃暗影増張．
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　も

z「三⊂）隆，　♂　　　27歳．

病名　軍　歯槽膿漏．

　術前所見

罹患歯槽の退縮，ぽ根部

に接し透明領域を認める．
、、

　力饗

奥野O夫，8　60歳．

病名珂歯槽膿漏．

　術前所見

珂周辺の爾槽骨退縮，函

の根端周辺の透明部を認め

る．

　術後所見

抜歯窩周辺に格別の異常陰

影の出現を認めない．

　術後所見

扱歯窩周辺に軽度禰漫性暗

影を生ず．

　術後1週閲所見

抜歯窩精ヒ不明瞭となり，

周辺に軽度の陰影増弧を認

める．

　術後1週間所見

Tl残根扱去，一2－i抜歯窩稽

ヒ縮小し周辺の暗影消失．

　術後3週間所見

扱歯窩著しく不明瞭とな

り，周辺の陰影増強は消退

す．

4鰯
逸揮

　術後3週間所見

2司抜歯窩著しく縮小不明

瞭化，周辺の骨質に異常暗

影を認めない．

　術後1カ月所見

隣蚤歯根周辺に骨梁の増強

を認めるがその出前所見と

同檬．

‘

　術＝後1カ月所見

前所見と同檬．

一

’

1霧

愛

『 象男
6蝦

　術後2ケ月所見

扱歯窩縮小，且つ不明瞭化，

根周辺に透明像出現． 監　み。

　術後3カ月所見

扱歯窩珂共に著しく縮小

し且つ不明瞭化し，殆んど

痕跡的となる．
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内藤○○，ε　38歳．

病名一言lc4・

　術前所見

罹患残根周辺に歯状の陰影

増彊を認める．

父

／∠！

ダ彫
ノ　　，’ 鱗ビ

ノ’争

北○○一，♂　32歳．

病名　871化膿性歯根膜炎・

　．徳前所見

871歯根周辺には格別の異
朕所見を認めない・互1の

根端周辺に陰影増強不透明
部を認める，

　術後所見　　　・

扱根により雲状濃暗影は消

失し，周辺に軽度の彌漫性

暗影を認める．

し魏嚇
　　　ノ
k一一／Lt

　術後所見

扱歯窩周辺に極軽度の礪漫

性暗影を生ず．

＼
へ〆1

弊害1
　　！》

、

術律1週闇所見

扱歯窩稽ぐ縮小，聴聞性暗

影梢ヒ減少，小斑状影現出．

幽幽／ 　術後1週間所見

扱歯窩稽ζ不明瞭化し周辺

の暗影消失，

彫　／

一門雌
御影後3週間所見

抜歯窩周辺の斑状影増加．

　術後3週間所見

前所見と略ζ同誌．

弔

属γ
薯湾

1

箔　ノ
〆戸

　術後1カ月所見

抜歯窩著しく不明瞭，周辺

の網状影増強．

　術後1ケ月所見
前所見と同様なるも，型1

領域の顎骨に軽度の骨萎縮

像を見る．

人

〆

　　！・レρ／

1、

　術後3ヵ月所見

扱歯窩全く消失，周辺の濃

暗影も消退正常化す．

　術後3カ月所見
871扱歯窩全く丁丁，周辺
の骨萎縮著明．
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坂 下 1085

ヒ

　　董
（1

7ノ

蝋

南○久○，3　21歳．

病名　12　歯根膿胞・

　術前所見

罹患歯根周辺に境界不明瞭

な広範囲の透明領域を認め
る． 拷

．で

》4

ど〆

　ノ

藏雛
1・郷／
　　　　　1

藤○登○，♀　36歳．

病名　 】6　歯根端膿瘍。

　術前所見

罹患歯根周辺の透明領域と
その周辺の広範囲の顎骨陰

影増彊を詔める．（歯根端

膿瘍と骨炎）

　　　術後所見
ヤ　抜歯窩周辺に軽度の禰漫性
　　暗影を詔める．

術後所見

抜歯窩周辺は禰漫性濃暗影

に覆わる．

〃＾・儀

　術後1週間所見
周辺の彌漫性暗影押回，扱

帯窩縁膿化し明暢にも石灰

沈着檜加．

　術後1週間所見
抜歯窩周辺の禰漫性暗影は

次第に減少せるも隣接1エ

歯根を申心として濃厚な不
正形の暗影を生じ周辺に樹
枝朕に拡大せるを認める，

　術後3週間所見
黒歯窩稽ヒ不明瞭となり，

窩内の石灰沈着増加．

　術後3週聞所見
抜歯窩内部に次第に斑状叉
は網状の石灰沈着を生じ，

窩内は縮小傾向を示す秀周
辺の禰漫唯暑影はなお広範
囲に存在する．

戸

f々所

　術後1カ月所見
扱歯窩内の石灰化著しく進

行し，扱塩化著しく不明瞭
化．

　　　　”嚢．

　ク　　∠

　〃　些7
！∠

黎 　術後1カ月所見

抜歯窩縮小且つ不明瞭化し

周辺の禰溶性暗影面隠に減

少．

　術後3カ月所見
二二窩僅かに痕跡を残して

殆んど全く消失，

　術後3ヵ月所見
抜歯窩著しく縮小し殆んど
痕跡的となるも周辺の陰影
増強せる領域はなお詔めら
れる．
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信O源O，δ　52歳．

　　　　　　　　　　　病名　11　歯槽膿漏・

　　　　　卿　　　を認める，

松○芳，♀　55歳，

病名　　2111　　C4　慢1生化膿

性歯根膜炎．

　術前所見
罹患歯黒に沿う帯歌透明部
及びこれに接する顎骨内に
周辺に濃暗影を俘う透明領
域を詠める．

術後所見

抜歯窩周囲に格別異常陰影

増加を認めない．

術後所見

抜歯窩及びその周辺に格別

のi変化を認めない，

爵

心灘，

｛1鞭4

／

　術後1週間所見

抜歯窩稽ヒ不明瞭化．

　術後3週聞所見

抜歯窩内に詩賦石：灰沈着像

を生ず．

簸醐
　　　　4　　　∠

　術後1週間所見
膿腔と推定される透明領域

とその周辺の濃曙影は存在

するが抜歯窩は…欠第に浅く

且つ不明瞭化す．

術後3週闇所見

前所見と同様，

　術後1カ月所見

一般に顎骨質内の暗影は消

退の傾向を示す，顎骨縁は

骨萎縮徴候を来たす．

　術後1ケ月所見
抜歯窩著しく不明瞭化．

　術後4ヵ月所見

抜歯窩痕跡的となり周辺顎

骨に骨萎縮像著明．

　術後2カ月所見

前所見と略ぐ同地なるも骨

萎縮像著明，
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、1

心．・）
＾、つ

井○清．　3　　　32歳．

病名　51転位歯・

　術前所見

罹患歯根周辺に粗網駄骨梁

を認める．

柿○晃○．　♂　　24歳．

病名［冨埋朕水午智歯．

　術前所見

罹患歯根及び「ア歯根周辺

に禰漫性暗影と網朕及び斑

航の陰影増強を認める。

㌻

π

　！》1

熱謎

　　リ
ク多’

貸，

術後所見

扱歯窩周辺に一部禰漫性暗

影を生ず．

術後1週間所見

械歯窩稽ζ浅く縮小，窩腔

に橋朕石灰化像．

縫｛
躍ク

術後所見

抜歯窩周辺の禰漫性暗影出

現．

　術後1週間所見

抜歯窩周辺の禰漫性暗影は

梢ヒ消退するも網状，二二

濃陰影出現．

働
で

　術後3週間所見
抜歯窩周辺の網状骨梁増強

し，窩内にも侵入，橋状石

灰化像も増張．

術後3週間所見

抜歯窩著しく不明瞭となり

周辺の濃暗影も滅退．

くう／、

‘訳
聖麟 　術後1ヵ月所見

抜歯窩著しく縮小，不明瞭
化。

術後1カ月所見

扱歯窩全く不明となる．

z一恭

　罫っ
〆コン

　術後3カ月所見

前所見と略ヒ同糠なるも扱

歯窩は：更に縮小．

　術後2カ月所見

抜歯窩は全く消失しその部

に斑朕及び網戸の濃曙影を

残す．
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　　　　　　　ノ　！

上O芳○，♀　43歳．

病名　1万歯根端膿瘍・

　術前所見

罹患歯根端に限局性遙明部

及びこれに接する陰影増強

領域を認める．

ろ

7

グタ墨

銀○原○夫，♂　23歳．

病名　1ぢ慢性歯槽膿瘍．

　術前所見

罹患歯根周辺に骨質の陰影

増強を認める．

ノ

！ 髪賜

術後所見

抜歯窩周辺の禰慢性暗影．

ノ

’麟＝
　術後所見

抜歯窩周辺に著明な禰漫性

暗影出現．

蓼蓼
　　　　　　術後1週間所見

〆　　　　　抜歯窩稽ζ不明瞭化す，
　術後1週聞所見
抜歯窩稽ぐ縮小し，周辺の
礪漫性暗影減画し，その中
に濃い網朕又は斑賦影出
現．

し

励 術後3週聞所見

抜歯化著しく縮小且つ不明

瞭化す，

　術後3週間所見

前所見と略ヒ同様なるも周

辺の濃暗影精ζ強化す．

術後1ヵ月所見

抜歯窩内に石茨沈着像増加

し，著しく縮小不明瞭化す・

　術後1ヵ月所見

抜歯郷帳縮小し窩内に石
灰沈着像を認め，下方の暗

影部は更に濃度を壇す．

プ

術後3ヵ月所見

抜歯窩殆んど消失し，痕跡

的となる．

　　　　　タジ

ψ轡、．

　術後3ヵ月所見
抜歯窩更に縮小，下方の暗

影は二言叉は雲状化し濃度

稽ヒ減少す，
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、

y“
豊

艶
星

湯‘
古○保（⊃，　8　　66歳㌔

病名　14　歯槽膿漏．

　術前所見
罹患歯根周辺の顎骨の著明
な骨萎縮及び退縮と根端よ
り左上方に亘る不整形透明
斑を認める．

矧
1．／

野
影

笠（⊃○一，　♂　　39歳．

病名　「6歯槽膿漏．

　術前雨竜

罹患歯槽周辺の骨退縮及び

下方の陰影増彊を認める．

乳7　　電
　“喝

、

　術後所見

抜歯窩周辺には格別の異常

所見の出現を認めない．

　術後所見

抜歯窩周辺の且々性暗影出

現．

砺

絶熱心
　術後1週聞所見
歯槽の一部突起を切除．そ

の部周辺に軽度の濡漫性暗
影を生ず．

・1髪

　術後1週聞所見’

周辺の勲爵性感影面ζ消

退．

　　～／
、，偬グ
　　　　！　．　　ノー

術後3週闇所見

全般に骨萎縮像著明．

＼

　術後3週間所見
前所見と略ヒ同臭なるも，

抜歯窩に陰影増強を認め
る．

　　細〆
蕊i鉾／ 　術後1ヵ月所見

前所見と店回．

　術後1ガ月所見

抜歯窩は浅く且つ不明瞭と

なる．

　　　サ

術後2ヵ月所見

前所見と同襟．

　術後3ヵ月所見b

抜歯窩は斑朕の石灰化炎に

被われて全く不明瞭化す．
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　　　へ買ノ

」〃繍
　　物　1

信○源○，♂　52歳．

病名　51C4・

　術前所見

罹患歯根周辺には網状乃至

斑航の骨増生像が認められ
る．

　術後所見

抜歯窩周辺より隣接歯根周

辺に及ぶ縢漫性暗影を認め
る．

　術後1週間所見
抜歯窩縁に陰影増強を認め

るが周辺の禰漫性暗影は著
しく消退．

　術後3週間所見
抜歯窩著しく縮小且つ不明
瞭化し，周辺の暗影消退し，

網状叉は痛点前歯陰影を残
す●

術後1ヵ月所見

前所見と略ぐ同檬．

》

今
∠飛

身 ←

、

∠

写ぐ’

ぐ

来○と○，♀　49歳．

病名11急性歯槽膿瘍．

　術前所見
罹患三三周辺より更に根端
から深く顎骨に膿瘍による
透明領域を認め，その最深
部に擾し陰影壇強部が存在
する．

　術後所見
抜歯後歯槽周辺の礪漫性時
影と深部膿瘍腔周辺の陰影
増強の濃化を認める．

　術後1週間所見
抜歯窩周辺の淡暗影消失，

深部歯腔縮小し，周辺に著
明な陰影増強．

　術後3週間所見
抜歯窩稽ヒ縮小，深部膿腔
は抜歯窩より遊離縮小，そ
の他は前所見と略ヒ同檬．

　術後1カ月所見
抜歯窩及び深部膿腔共に稽

ヒ縮小，その他は前所見と
同歯．

一翻移 　術後3ヵ月所見

抜歯窩は痕跡的となり周辺

の壁構造も略ヒ正常とな
る．

o

　術後3カ月所見
抜歯窩及び深部膿腔共に著
しく縮小し，抜歯窩口に橋
朕の骨接新生を認める．深
部膿腔周辺の石灰沈着像は
依然明瞭に認める．
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示申07、○，　8　　25歳．

病名　了「：「　歯槽膿瘍．

　術前所見

罹患歯附近の下顎骨歯槽突

起は著しく退縮するも骨質

に異常陰影を認めない．

　　　イ

申○茂，＄　55歳．

病名　「5闇歯槽膿漏。

　術前所見

罹患歯槽突起の退縮及び根

端附近に淡い透明部を認め
る．

　　　　　へ

～需
術後所見

抜歯後も当該下顎骨部に異

常陰影を認めない．

4　（
〃齢←

　↑

術後所見

抜歯窩周辺の禰向性陰影増

強，透明部は前同檬．

術後1週間所見

前所見に比し著変を認めな

い．

耀∫ 　術後エ週間所見

抜歯窩縁の線状陰影増加，

抜歯窩梢ヒ縮小，周辺の暗

影消失．

z

彰

汐

　術後3週間所見

抜歯窩は李滑化の傾向を示

す．

，

（

1

　術後3週間所見

抜歯窩更に縮小，窩縁の線

状陰影更に増加，透明部の

輪廓稽ζ明瞭となる．

z
多

影

1｝1一

‘

　術後1カ月所見

前所見と略ヒ同檬， 嬢

　術後1カ月所見

抜歯窩及び根端透明部縮
小，根端部に接し陰影増強

部出現，抜歯窩ロ部に淡き

橋朕石灰化帯出現．

　」多’

ρ　　ア

z’

彰

卿

　術後3カ月所見

陥凹部に骨増生の傾向を生

じ，下顎骨上縁は直線化の

傾向を示す．

％

　　　　⊃

　術後3カ月所見
抜歯窩は著しく縮小し且つ
浅くなり，抜歯窩口の橋状
石灰化得は増強し，根端陰
影増強部はな：お認められる

も透明部は不明瞭となる．
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八○周○，8　42歳．

病名　i酉。4。

　術前所見

罹患歯槽周辺及び根端に透

明部を認める．

〃

況イ

1

〆

　○岡○熊，♂　32歳．

病名　【4　歯槽膿漏．

　術前所見

罹患歯槽突起の退縮著明，

悩7
彪欝

　術後所見

抜歯窩周辺に軽い禰漫性暗

影を認める．

　術後1週間所見

抜歯窩稽ミ縮小，窩壁縁精

ヒ不明瞭化し，周辺の禰漫
性暗影画く増加す．

　　　　〃、’

術後所見

抜歯後歯槽周辺に禰漫性の

淡い陰影増強を見る．

　術後1週間所見

歯槽周辺の陰影梢ぐ増加，

抜歯窩梢ヒ縮小．

一1～伽 　術後3週間所見

抜歯窩周辺の暗影消失し，

窩縁は再び明僚となる．

，2

、

！

衛後3週間所見

前所見と二三．

、噸
　術後1カ月所見
抜歯窩著しく縮小し，周辺
に軽度の石茨沈着を認め
る．

ノ
i〃
η

術後1カ月所見

前所見と同様．

　術後4カ月所見

抜歯窩縁は痕跡的となる．

騒、

〃 術後3カ月所見

抜歯窩著しく縮小，周辺に
　　　　　　　　　　　o濃い石山沈着を現わす．
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鰯

○井O一・，＄　39歳．

病名　咳　歯根膿瘍．

　術前所見

罹患歯槽周辺の透明部（膿

瘍形成）その下方に軽度暗

影を認める．

北○重○，ε　32歳．

病名18　C3急性化膿性

歯根膜炎．

　術前所見

罹患歯根端に小透明部を認
める．

／ 　術後所見

抜歯窩下方に軽度の宿禰性

時影増張を認める．

　術後所見

抜歯窩に軽度の鳥影を認め
る．

／／

　徳後1週間断見

抜歯窩穂ヒ浅く下方の暗影

は消退．

　術後1週間所見

抜歯窩梢ヒ縮小し，辺縁の

一一狽ﾉ陰影増強帯を見る．

　術後3週聞所見

抜歯窩内に淡き斑朕の石灰

沈着を認める・

術後3週間所出

前所見と略ヒ向檬．

　術後1カ月所見

抜歯窩著しく縮小し，周辺

より鍛工に石灰化の進行を

雛める．

黙秘 　術後1カ月所見
抜歯窩縁の陰影増強帯は増
加しその周辺は軽度に骨萎
縮像を見る．

　’

　術後5カ月所見

抜歯窩は石：灰化像により略

く充順さる．

轟 駿1／ 　術後3カ月所見
抜歯窩痕全く不明瞭，周辺
において著明な骨萎縮像を
見る，
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4
聾

○○小0夫，♂　46歳．

病名　14　C4歯根端膿瘍・

　術前所見

罹患歯根端の境界明瞭な透

明部（膿瘍）とその周辺の

陰影増彊（骨炎）を認める・

　　　　　　　〆

入○円○，　δ　　43歳．

病名「酉57c4・

　術前所見

萎縮残存歯根を詔める．

術後所見

抜歯窩周辺の軽度の乱漫性

暖影．

　　　　　　　z　　　　　ノなニ
ご：＝Nく「▽

　術後所見

抜歯窩及びその周辺に著変

を認めない．

　術後1週聞所見

抜歯窩稽ぐ不明瞭化す．

　術後1週闇所見

抜歯窩縁に線賦の陰影増強

を詔めるがその他に著変を

認めない，

磯／ 　術後3週間所見
抜歯窩著しく縮小且つ不明
瞭化し，周辺に斑状乃至網
朕の陰影増張を認める，

　　　副〆一ノ　　　　ーノ臼一・

一ノ

　術後3週間所見

抜歯窩稻ヒ縮小し，周辺の

陰影増強は消失．

驚、

、l1

1・1

　

　　、

　術後1ヵ月所見
i抜歯窩内に網猷の右灰沈着

像を認め抜歯窩著しく縮
小．

〆　　　　　　　　　　　術後1カ月所見
〉「へ　　　　　　　　　　抜歯窩は更に縮小．

髪轡

　術後3カ月所見
抜歯窩は周辺より網状の石
墨蝕像の侵入により全く不
明瞭となり，窩縁にも石灰
化を生ず．

　術後3ヵ月所見
抜歯窩痕は著しく縮小且つ
不明瞭となり殆んど壁跡化
す．
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森Oあ0え，♀　64歳．

病名　塑漫性化膿性歯根

膜；炎・

　術前所見
罹患歯根端の限局性透明書
及びその周辺の陰影増強．

O木〇三．ε　43歳．

病名5可Ic4・

　術前所見
罹患歯根端周辺の黒垂部及
び一部に陰影増強斑を認め
る．

　術後所見

扱歯窩周辺には格別の陰影

増強は認めない．

　術後所見

扱歯後歯槽周辺には術前に

比し著変を認めない．

　術後1週間所見

i祓歯窩稽ヒ縮小，不明瞭化

の傾向を示す．
　　　冠隔　　7

　術後1週間所見
抜歯窩周辺透明部著しく増

大し，その周辺に著明な陰

影増強出現す．

醜グ
鳳

術後3週間所見

前所見と略ヒ同歯，

●

　術後3週闇所見
i透明部稽ヒ縮小，その他に

著変を認めない．

　術後1カ月所見
抜歯窩著しく不明瞭化し且

つ縮小し，幌内に石灰沈着
像を認める．

　術後1カ月所見
透明部著しく縮小，周辺の

陰影増強も淡くなる．

　徳後2カ月所見

顎骨の退縮及び骨萎縮像著

明．

　術後3カ月所見
抜歯窩殆んど消失し，僅か
に一部の陰影増強を見るの
み，歯槽突起も萎縮し，扁
李化す．
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罎
‘！壁

　　田○太○，♂　68歳．

　　病名　16C4．

　　　術前所見
　　罹患歯根周辺の透明領域及
　　びその周辺の陰影増強帝を多
　　認める．

’

4

○木○也，♂　25歳．

病名　16慢性歯根端膿瘍・

　術前所見
罹患歯槽周辺の慢性炎症骨
炎と忠われる陰影増張と根
端の小膿瘍による透明部を
認める．

㌧

　術後所見

抜歯窩周辺に軽度の陰影増

彊を認める．

4勧 ノ

£’

　術後所見

械歯窩周辺の軽度禰雨性陰

性増強．

　　術後1週間所見
し扱歯窩梢ヒ縮小し，周辺の

　　暗影も稽ζ減少．

　多％“

も

だ

斌

ノ

　術後1週間所見

泣面窩周辺に濃斑点墨磨出
現，

6

●

穿ノ囎窩。に鰍の砿潴
術後3遍間所見

像出現．

　術後3週間所見

抜歯窩は浅くなり濃斑点状

影は次第に薄くなる．

　甑4　　・

ラ　z

　諺

蟻 　報後1ヵ月所見

抜歯窩著しく縮小し，油状

石灰化像二一．

　術後1カ月所見

馬歯窩は痕跡的となり斑点

状影も殆んど消失．

／

つ

　多
冥 　術後2カ月所見

扱歯窩著しく浅く且つ不明

瞭化す．

　術後3カ月所見

前所見と略ヒ同檬．
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乾

曳

春○登○江，♀　21歳．

病名1引。4・

　術前所見
罹患歯残根周辺の不正形骨
欠損部（肉芽組織によると
思われる）を認める．

《

＾　2努

4

丸○津○，♀　32歳．

病名　15C4．

　術甫所見

罹患歯根周辺の壊界不明瞭

なi透明領域を認める，

　術後所見
▽歯と共に肉芽組織の掻把

により骨欠損部の境界は稽
辻明瞭となり周辺に軽度の
禰漫性階影を生ず．

　術後所見

扱歯窩周辺1ごは格別異常所

見を認めない．

1

彪．

饗．
↑

　術後1週闇所見
扱歯創ロにおける肉芽の上
昇を認めるも歯槽疲周辺に
母斑半影出現，禰漫性暗影
は略ぐ消退．

　術後1週間所見
抜歯窩壁め陰影i曾弓蚤し，窩

口橋朕石茨化像を認める．

単離にも石茨沈着像の発現
を見る．

繍
一助r，Σ

　術後3週間所見
扱歯窩著しく縮小し，且つ
境界不明瞭化し周辺及び槽
胃内に網朕及び点状の石灰
沈着像を認める．

　塞

魏

擁痴、
c

！

参
　術後3週間所見
前所見と略ヒ同様なるも抜

歯窩内石灰沈着像は更に進
行．

　　㍉ノ

術後1カ月所見

前所見と略ζ同檬，

　箭後1ヵ月所見

抜歯窩著しく縮小し，且つ

不明瞭化す．

　術後3カ月所見
歯槽窩口縁に石茨沈着像を

生じ，抜歯窩更に著しく不

明瞭となる．

　術後3カ月所見

扱歯窩内は石灰沈着像によ

り充唄，不明瞭化す．
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永O入○，♂　32歳．

病名　「6CΦ

　術前所見

2個の残痕とその1個の根
端の淡い小透明部を認め
る．（肉芽と思われる）・

小○滋0，♀　30歳，

病名　541急性化膿性歯根
　　　霞炎．

　術前所見
　罹患4i歯根周辺には陰
影増強，51歯根周辺には
不整形透明領域を認める．

㈱… 　術後所見

抜歯後小さい境界不明瞭な

透明部とれの周辺の淡暗影

を認める．

　　　　室

蘭蝦1
　　　　　　1　術後所見

扱歯窩周辺に軽度の禰漫性

癌影出現．

、

ム

乙

　術後1週聞所見

透時鐘殆んど浦失す．

術後1週間所見

周辺の1彌漫性暗影の減少．

　術後3週間所見

顎骨海綿質の増加により抜

歯窩全く不明瞭化す．

　術後3週間所見
門歯窩壁の肥厚，及び窩内

の石灰沈着傾向を認める．

～

め

ク
　術後1カ月所見
前所見と略ぐ同様なるも抜

歯窩縁より階状の石茨沈着
を生ず．

　術後1ケ月所見
抜歯窩縮小し，稽ヒ不明瞭

となり窩内石茨沈着噌加．

　術後3ヵ月所見

抜歯窩痕は周辺より骨海綿

質：増生により全く消失．

溺醐
易

骸

　術後3カ月所見

抜歯窩全く消失．
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北○た○，♀　56歳，

病名　「ア　歯槽膿瘍，

　術前所見

罹患歯槽周辺の透明部及び

その周囲の骨陰影高張帯を
認める．

蓄≠

観

　ぷ

　竪

レに
し》（’

　　山○文○，♀　20歳．

　　病名　倒急性化膿性歯根
　　　　　慶炎．

　　　術前所見
　　罹患歯根囲障の透明領域及
》’　びその周辺の禰母性暗影及

∬　び蜂窩朕の骨質変化を認め
　　る．

　術後所見

抜歯窩周辺に軽度の禰漫性

暗影出現．

　術後所見

抜歯窩周辺より隣接別根
周辺に及ぶ広範囲の禰漫性

暗影を生ず．

　術後1週間所見

抜歯窩及び周辺に骨質梢ぐ

増強の傾向を認める．

　術後1週間所見

縢漫魅曙影減少し，抜歯窩

周辺には索歌の陰影増加を
認める．

　　　凶繭吟’

　術後3週間所見
抜歯窩は衣第に浅くなり，

その周辺に網朕叉は斑状の
下陰下学彊を認める．

　　，勿、・

　術後3週間所見

抜歯窩内に石灰沈着増加し

抜歯窩梢ヒ不明瞭化す．

〆乞　　。ク

製難1
　術後1カ月所見

抜歯窩は更に浅くなる．

術後1カ月所見

前蕪雑と略ヒ同檬．

　術後3カ月所見
抜歯窩は殆んど痕跡的とな

り，周辺の骨増生像も僅か

に斑点賦影を残すのみ．

　術後3カ月所見
抜歯窩内殊に窩口附近の石
茨沈着により抜歯窩は痕跡
的となり，周辺に広く斑状
石灰沈着を見る．
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／蝋

　　　争ぺ

堀○八○，♀　32歳．

病名司。・・一司埋伏歯

　術前所見

罹患歯根端に小透明部及び
その歯槽の外側下方に埋伏
歯を認める，

丁製

’

　駄略’
’〆

　鑛

　　ノ
熟κ

治○信○，3　23歳．

病名　［喜　歯根膿瘍．

　術前所見

罹患歯根周辺の細い帯状透

明線及びその周辺の軽度陰

影増強を詔める．

術後所見

抜歯窩周辺の禰六一暗影．

し，

換羽絃

、畷伊
　　参

　術後断見

抜歯窩周辺の禰漫性陰影増

張を認める．

，B　ク1

　術後1週間所見

抜歯窩周辺の備漫性暗影は

浦山．

　＾、ρ

郡 ド多レ

糀’

　術後1週聞所見

抜歯窩周辺の暗影滅退し，

窩内に石灰沈着の起るを認

める．

　！％iz

鷹
写

捌 　術後3週聞庚見

抜歯窩著しく縮小し，窩内

へ石灰沈着像を現わす． 娠げ
術後3週間所見

抜歯窩内石灰沈着像型ぐ増

加，抜歯窩梢く縮小．

　術後1カ月所見

抜歯窩更に縮小し，石灰沈

着増加．

’ズ

’

叔、配

　、マ”

ζ
彰

術後1カ月所見

前所見と略ヒ同檬．

術後2カ月所見 観　勉・

前所見と略ぐ同座．

灘膠
　　　　ヅ
　　瓶、

　術後3カ月所見
抜歯窩は石茨沈着により著
しく不明瞭となり，窩口附
近より虚血の石灰沈着像の
発生を見る．
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f噛

　1

．’ ･
　　　　茶O小○郎．♂　45歳．

気病総
　　　　罹患残痕周辺に軽度の骨質

　　　　増強を認めた．

櫻○好O，♀　32歳．

病名1騙。4・

　術前所見

罹患歯根周辺に小透明領域

を認める．

z
　術後所見

抜歯後抜歯窩周辺の禰漫性

暗影を認める．

　備後所見

抜歯窩周辺に軽微の曙影を

生ずるも一般にその他著変

化を認めない．

6瀦∂
　術後1週間所見
歯槽痕は全く不明瞭となり
禰漫性暗影とi斑状影に覆わ
る．

ξ

鰺〆
　術後1週間所見

1万抜歯窩縁明瞭化，周辺

の暗影消退．

　術後3週聞
抜歯窩周辺の顎骨は一般に

骨萎縮の像を示す．歯槽痕
不明瞭．

　術後3週聞所見

抜歯窩梢ζ縮小，二三に石

灰沈着．

術後1ヵ月所見

前所見と略ヒ同檬．

1，轡ノ

7

　術後1ヵ月所見　．

抜歯窩縮小し次第に不明瞭
化．

竪

紙」野離灘馴．
　　4／　骨萎縮鰭明． 晦汐 術後7カ月所見

抜歯窩完全に浦失．
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下○勝○，8　19歳．

病名　』釧歯牙周囲炎、

　術前所見

罹患歯は今般に骨萎縮像を

呈し，内部構造不明瞭．

《

／1

1

｛

○井○子，♀　32歳．

病名　刻1前突歯（健全歯）・

　術前所見

歯根周辺に格別の異常所見

を認めない．

　術後所見

抜歯窩周辺に禰漫1生暗影出

現．

術後所見

抜歯窩及びその周辺に格別

の異常を認めない．

砺〉一
　術後1週間所見

抜歯窩周辺の縢漫性暗影略

ζ消退，

術後1週聞所見

抜歯窩内石灰沈着の出現を

見る．

　　　へ 　術後3週間所見

禰心性暗影殆んど消失，抜

歯窩縁に線伏陰影出現．

　　　　　∫‘
　　　　！ノ！

　　　　鷺
　、　　A

　　リニゥノkへ　　　隻
ハ

　術後3週間所見
抜歯窩は石灰沈着の増加に
より著しく不明瞭化し且つ
縮小し，窩縁に橋下石灰沈
着を見る．

　　　　　に
　術後1ヵ月所見
前所見と略ミ同檬なるも禰

男性暗影全く消失し，顎骨

骨柱は明瞭に認められる．

　術後1カ月所見
抜歯窩更に縮小且つ不明瞭

化す．周辺に網状骨梁増強
を見る。

　術後3カ月所見

抜歯窩は縮小，窩縁の線状

影は稽ζ濃くなる．

　術後7カ月所見
扱歯窩全く浦失し，主とし

て線朕の骨梁を以て充順さ
る．
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牢○カ○，♀　47歳．

病名　12　歯根端膿瘍．

　術前所見

歯槽縁の陰影増彊及び歯根

端膿瘍形成，

　　　　　ロ　　　ン　・

♂一一圃画一■一一剛一脚」㌧

野○達○，　♂　　25歳．

病名　「百水李智歯．

　術前所見

罹患歯槽周辺の帯駄透明部

及びその周囲の陰影壇強を

認める．

ノ

タ’ノ4

　術後所見

抜歯後膿瘍部稻ζ限局，歯

槽縁は前同様．

　　／

　術後所見

抜歯窩周辺に禰野性暗影及

び斑状骨牌を認める．

、》

ノ

　術後1週間所見

膿瘍腔拡大，歯槽縁一部破

壊．

　　　　　ノ

姻4そ
　　、讐ト

　術後1週間所見

抜歯窩稽ζ縮小し，周辺の

諸暗画影は著しく減小，

　術後3週間所見

膿瘍腔稽ヒ縮小，一部の周

縁に骨増生を見る．

　術後3週間所見

扱歯窩は：更に著しく縮小且

つ不明瞭となり，周辺の暗

影も淡くなった．

　l

l～

　術後1カ月所見

前所見と略ヒ同檬． 蕉妻
　　、畢“

術後1カ月所見

前所見と略ヒ同割．

　術後3カ月所見
二割周辺の陰影増強は稽ヒ

増加し歯槽縁も陰影化，膿

腔も著しく縮小．

r》1　／
＼マ雛鋤
　　　き

　術後3カ月所見
抜歯窩は痕跡的となり，全

く不明瞭，その他周囲の石

茨沈着像も殆んど消失し
た．
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撫
大○冨○予，♀　41歳

病名　12C4・

　術前所見
罹患歯根：端周辺に遙明部を

認め，根周辺は一般に網状
の骨梁塘強を見る．

　　冷　　一

吉○進，ε　25歳．

病名　百1急性歯槽膿瘍．

　術前所見

罹患歯槽周辺に不整形透明

部を認める，

6
（

　術後所見

抜歯窩周辺の禰漫性暗影出

現．

　術後所見

抜歯後根端周辺の透明部は

稽ζ増加する，

、

ノ

ll

ウ

　術後1週間所見

禰漫性暗影はi減少し，窩縁

は明瞭となる．

㌃一　　　　r
　＼＿　　一＼馬

　　　　　勇

術後1週間所見

抜歯窩縁は明瞭化する．

ノノ

獄灘’髭

術後3週間所見

抜歯窩山石茨沈着増加． 戸獅
、
、

＼＼こ＼

　術後3週間所見

抜歯窩縁は著しく縮小，周

辺に陰影増強を見る．

　術後1カ月所見
抜歯窩至般に著しく縮小，

特にその中程において，窩

縁の隆起を見る．

　　ノ　ヨ
へ＼ 　術後1力貝所見

抜歯窩著しく縮小，特に根

端部は狡小化す．

　術後5ヵ月所見
抜歯窩は主として線状，一
部網状骨梁を以て充順され
殆んど痕跡的となる． カ

召

ノヂ

　術後3ヵ月所見

抜歯窩全く不明瞭となり，

不整形の陰影壇強を見る，
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・・ ｽ’ぜ｝

李○○ネ，♀　47歳．

病名　　321C4・

　術前所見

罹患歯根に接し境界明瞭な

透明部とその周辺の軽度の
陰影増強部を認める．

大○よし○，♀　58歳．

病名　［1234歯槽膿漏．

　術前所見

罹患歯根周辺の陰影増張及

び透明領域を認める．

‘“

。7 sf
9

L 　術後所見

扱歯窩周辺に格別の異常所

見の出現を見ない，

・響撫

　術後所見

i祓歯窩周辺に軽度の彌漫性

暗影．

＿御

　　　　　　、

鱗，
等

　術後1週間所見

格別の異陰影の出現を見な

い．

　術後3週間所見

扱歯窩内に淡い石灰沈着像

の起るのを認める．

∠鱗攣

術後1週間所見

抜歯窩稽ヒ不明瞭化．

　術後3週間所見
抜歯面内に暦状石二化像を

生げ，殆んど充填さる．

　術後1カ月所見

前所見と略ζ函嶺なるも扱

歯窩稽ミ不明瞭となる．

術後1カ月所見

扱歯窩著しく不明瞭化．

　術後6カ月所見

按歯窩殆んど浦失し痕跡的

となる，
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り

ン

　

虚ψ

》、

’

の

O島○し，♀　57歳．

病名　431慢性歯根膜炎．

　術前所見

罹患歯根周辺に網朕及び斑

状の陰影増強及び蜂窩駄透

明領域を認める．
憂

聯
戸

大○○し，♀　58歳．

病名　651慢性化膿性歯根

　　　膜炎．

　術前所見
罹患歯根周辺に濃点状影散
在し，同時に蜂窩状骨透明
部を認める，

磁

レ

／

、ノ

鰹

勾

｝

　術後所見

抜歯窩周辺に禰漫性暗影出
現．

　　　　　　ノ　z
　　　　　　　霧　。

轍燃　　ρ
　術後所見

抜歯窩周辺に禰野性暖影を

生じ，濃点状影は消失．

遡1ン／

　術後1週間所見

i彌漫性暗影消退，その他は

前所見と略ζ同標，

　術後1週間所見

二二二丁影消退，蜂窩朕透

明部は明瞭化．

＼

術後3週闇所見

扱歯窩著しく不明瞭化，

　　　　　　　　　ン
　術後3週間所見
扱歯窩は明瞭なるも梢ζ縮

小，一般に骨萎縮像を認め
る。

　術後1カ月所見

抜歯窩更に不明瞭化，

　　　　　　　証～

灘霧i膨
　術後1ヵ月所見
抜歯窩稽ヒ縮小，不明瞭化

し，顎骨全般に著しい骨萎
縮像．
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哉

／9♂●

　　内O眞○，8　37歳，
z’

　　病名17c4・
イ

　　　術前所見
　　罹患残痕に沿って帯状の透
　　明部及びその周辺の陰影増
　　強領域を認める．

丹OO子，♀　24歳．

／響

病名71c4・

　術前所見

難羅灘幕

　術後所見

扱歯窩周辺に彌漫性暗影及

び斑点朕陰影出現． 煽
　術後所見

扱歯後，残根部周辺の面影
消退，

　　　，塗

　　　　　　多

贈1欝

　術後1週間所見

扱歯二二ζ不明瞭化，窩内

に石茨沈着傾向を示す．

　術後3週間所見

扱歯窩更に不明瞭化し，窩

ロに橋状石灰化像を見る．

　　　る’．

弩

掃

撃

　術後1週間所見

抜歯窩著しく浅く且つ不明

瞭化．

ゾ∴．
　P㍉＝∵
7榊

術後3遍間所見

　術後1カ月所見

義歯窩に著しく縮小不明瞭
化．

ひ

　　　　　　　　ン’

沈彫浄

血歯窩更に一層浅くなる．

識後3カ月所見

扱歯窩全く痕跡的となる． z饗弓

　術後1カ月所見

前所見と略ヒ同檬．

1・辮室鯵
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　　彩・　寛

西Oい○，♀　56歳，

病名　16C4・

　術前所見
罹患歯根周辺の透明領域と
その周辺の陰影増強部及び
小鴨朕影の散在を認める，

　　、　Zノノ湊ダ

動1

　　行○○ん，♀　72歳，

　　病名　　2η　C4・

／　　術前所見
タ

　　罹患歯根及び残根に接し，
　　広範囲の透明領域及びこれ
　　に接し一部陰影増彊部を見
　　る，

　術後所見

扱歯窩周辺に禰漫性面影出

現．

　術後所見

抜歯窩周辺の礪漫性暗影を

認める．

　術後1週間所見

周辺の礪感性面影稽ζ滅
少．

　術後1週間所見

扱歯窩梢ヒ不明瞭となる．

髪

鉛

、

幽ρ

　覆

〆
　　　　術後3週闘所見
4ク ｵ歯窩3週間所見扱歯灘
　　　ζ縮小し，窩口及び窩内に

　　　橋温石茨沈着像を詔める，

　術後3週間所見

継歯窩一・層不明瞭化，周辺

に濃斑状影出現．

髪

　　　術後1カ月所見
〆！　抜歯窩著しく縮小し，不明

　　瞭化し窩内の石灰沈着噌
　　加．

　術後1カ月所見

抜歯窩更に不明瞭化するも

顎骨歯槽部：全般に骨i萎縮の

徴候を現わす．
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三〇良○，＄　43歳．

病名　1567急性歯槽膿瘍・

　術前所見

罹患歯根周辺の濃点朕網朕

陰影を認める．

　　　　　　　　し／

　　赤〇三〇子，♀　37歳．

　　病名　　651　’慢，性f七膿ll生歯根

彪　　　　㎜
　　　　　膜炎．

　　　術前究見

　　罹患歯根周辺の斑状叉は網

　　駄陰影増加を認める．

　術後所見

扱歯窩周辺には濃点状影は

消失するも，網朕影は存在・

卿61
　術後所見

扱歯窩内外に斑朕乃至網朕

影増強し，周辺の一部に禰

漫性暗影を生ず．

　術後1週間所見

扱歯窩稽ミ不明瞭化，その

他は前所見と同檬．

響　試
　術徒1週間所見

抜歯窩口附近の顎骨縁は退

縮し周辺の陰影増強斑も減
少．

　　　　　　ミ

影灘二 　術後3週間所見

抜歯窩は更に不明瞭とな

る，その他前所見と同檬．
泌％
勤｝
　　勿

　術後3週闘所見

前所見と略ヒ同標縫るも，

骨萎縮像の傾向を示す．

“逡鐵
　　　　　　甲ζ9　，

　術後1カ月所見

抜歯窩全く不明瞭化し浦

失．

隻

　術後1カ月所見
扱歯窩は全く不明瞭化する

も，顎骨の萎縮像は著明と
なる．

　術後2カ月所見
前所見と略ヒ同檬．
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『

雁

ミ轄 タ

認

親○言白（⊃，　♂　　24歳．

病名　吾1水：雫埋伏歯．

　術前所見

罹患歯根周辺の斑状陰影状

況及び透明領域を認める，

鳶甲

申○浩○，8　28歳．

病名司。4・

　術前所見

罹患歯根端に接し小透明部

を認める．

ξ

差響．
勉当

　　　　る

冨

ρ

　術後所見

抜歯窩周辺に軽度の三三性

暗影出現．

　術後所見

抜歯窩周辺の一部に軽度の

禰漫性賠影．

　り　　ら

術後1週簡所見

前所見と略ヒ自動．

術後1週間所見

抜歯窩稽ミ縮小．

、。

　　冨、．・麟

　術後3週闇所見

抜歯窩周辺に斑状陰影出
現．

　術後3’周間所見

抜歯窩著しく縮小，窩内に

石灰沈着を生じ周辺に網状

の骨梁増強を認める，

髪

嚢、
4
7，

　術後1カ月所見

抜歯窩著しく不明瞭化し，

周辺の斑状影滅退．

　　　．　，

　術後1カ月所見

扱歯窩更に縮小，周辺の網

朕骨梁増彊は消退．

饗●凹凹r　　　　　　　　鰯」
　術後2カ月所見
抜歯窩全く不明，隣接列

根周辺に骨桂増強を認め
る，

　　形　笏

懇．，聾塑 ’

　術後2ヵ月所見

抜歯窩は僅かに痕跡的とな
る．
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（：）

勿、塀

　　　　○井O子，♀　25歳．

　　　　病名　871水李智歯及び歯

　　　　　　　膜炎．
％；％　　術前所見

繍　　　　罹患歯根周辺の陰影増強を
　　　　認める．

暴ご講
即憾一　～

愚蜷鍵
　　　＼ぐ・一。襲ミ

波○野○香，♀　24歳，

．病名　冨1智歯周囲炎．

　術前所見

罹患歯根周辺に部分的陰影

増強及び透明部を認める．

　術後所見

扱歯窩周辺の著しい禰漫性

暗影出現．

｛＿

　術後所見

扱歯窩周辺に格別異常所見

を認めない．

〃z勿

5

　　　術後1週闇所見
　　抜歯窩周辺の礪慢性陰影は
ハ著しく減少するも窩の内外
　　及び隣接歯根周辺に網朕卜
い　顕著となる．

・癒 R准
婿茜

　術後1週間所見

抜歯窩周辺に稽ζ陰影増強

の傾向を認める，

　　　　　　　L

　術後3週閻所見，
抜歯窩精ヒ不明瞭となり，

網朕，斑朕暗影は窩内外に
おいて著しく淡くなるも，

隣i接歯根周辺では濃厚．

滋　　　　　〆

　　　　　∫　湯

　術後3周間所見

前所見と略ヒ同檬なるも扱

歯面精ζ不明瞭化．

蟻励，
、＾へ／

術後1ヵ月所見

扱歯窩著しく不明瞭化す・

　術後1ヵ月所見
抜歯窩周辺に再び禰漫性暗
影及び一部透明部の出現を
見る．

緊・

，　　“
6　　　、

　　ヂ　　び

”〆籔
薗1・

　ン

術後2ヵ月所見

扱歯窩全く消失．

湧

　　　お　　

藏編　町
り　・

　　　　％　　　7　，｝

　術後2ヵ月所見
二二窩縁は不整形の網状影
と化し，周辺に禰漫性暗影
を生ず．（骨縁後）
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ド』
耀謬）

　　　　　　　　　　　　　膿
柿○隆O，ε　31歳．　　　　　　　　　　　　　胃

病名「ぢ慢性化膿性歯根膜

　　　炎．

　術前所見

罹患歯根周辺に斑状の陰影

増強を認める．

示冨○鹿（⊃，　♂68歳．

病名　61歯槽膿漏．

　術前所見

罹患歯根周辺の著明な顎骨

の退縮と透明領域及びその

周辺の陰影増強帯を詔め
る．

　　　”顎
隣夢

術後所見

抜歯窩周辺の軽度の禰単性

暗影．

蔀
z

術後所見

抜歯窩周辺は全般に稽ヒ陰

影増強す．

も

嚢勿

　術後1週間所見

抜歯窩稽ζ縮小し，周辺の

禰眠性暗影消退i．

渤

ll’1

　術後1週間所見

扱歯窩稽ヒ縮小し，周辺の

陰影増強も稽ヒ減少．

1
緬

一戸縄二」

　術後3週間所見

前所見と略ヒ同檬なるも抜

歯窩周辺に斑状の陰影増強

を詔める，

術後3週間所見

術後1カ月所見

抜歯窩縮小し，内部に板層

欣の骨増生を認める．

野所見と略ヒ同様．

／

》　・　影

乱

　術後2カ月所見

抜歯窩著しく縮小且つ不明

瞭化し，窩口に不整形の橋

朕骨増生を認める．

こ・・晃

雛

　術後1カ月所見
抜歯窩稽ζ縮小，その他は
著変を認めない．

　術後2ヵ月所見
前所見と略ζ同臭．

【122］



坂 下 1113

劉
滋

ζ
酬

中○○子，♀　22歳，

病名　61C4・

　術前所見

罹患歯根周辺に不整形琴唄

沈着及びその周囲の境界不

明瞭な透明領域を認める．
の手

稽

　　　　田○善○，ε　56歳．

　　　　病名　87｝歯根肉芽腫．

　　　　る．隣接歯根端にも病巣を

　　　　認める．

’

己

z

纏

鱗
術後所見

抜歯窩周辺の軽度爾漫性暗

影，

　術後所見

抜歯窩周辺の禰幽玄暗影を
認める，

術後1週間所見

抜歯窩梢ζ縮小し，窩内に

淡い石灰沈着像を生ず．

’

ん
ノ

霧獅6｛

％

’

笏

レ6’

∫

　術後1週間所見
爾漫性暗影稽ヒ消退せるも
一般に前所見に比し存意を
認めない．

！

・’
Pク

ゆ、

術後3週間所見

前所見と略ヒ同様．

　術後3週間所見
抜歯窩壁の像は稽ミ不明瞭
となる、

　術後1ヵ月所見
抜歯窩周辺暗影は著しく減
少．　　　　　’

　術後2ヵ月所見
抜歯窩著しく縮小且つ不明
瞭化す． 動　　　　庇 ’

織

紀

　術後1ヵ月所見
抜歯窩は浅く不明瞭とな
る．殊に喜1において著明
である，

　術後3ヵ月所見
ア1の祓歯窩は稽ζその痕
跡を認めるも百∫のそれは

全く消失，顎骨の像も略ζ
正常となる．
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木○○博，＄　40歳．

病名1ぢ埋伏歯

　術前所見

埋伏歯周辺の骨構造に著変

を認めない，

繊，∫多1
へ

靴

闘懸

藤○○夫，3　31歳．

病名　17　C3・慢性化膿性

　　　歯膜炎・

　箭前所見
罹患翻歯根端に接し小透明

部冠びこれに接する陰影増
強部を認める．

術後所見

扱歯窩周辺に軽度の爾漫言

暗影．

　術後所見

抜歯窩周辺の禰漫性暗影を

認める．

　術後1週間所見

扱歯窩縁に下線朕出現，周

辺の学漫性門門は階下，

　術後1週間所見

抜歯窩周辺の曙影消失し，

窩縁に斑状の増生の徴候を

見る．

　術後3週聞所見

扱歯窩縁の濃線状影稻ζ減

退，その他門所見同様．

　術後3週聞所見
抜歯窩内に殊に窩縁附近に
おいて著しい骨増生の像を
認め，抜歯窩輪廓は梢ζ不
明瞭となる，

　術後1カ月所見

扱歯窩稽ぐ縮小し，周辺に

濃い網状乃至斑三三を生
ず．

繍騰撫
1滋

’

　術後1カ月所見
抜歯窩は周辺よりの骨増生

により著しく縮小し且つ不
明瞭となる．

　　　　　　　、

∠
　劔、
腰翼み
　　＼・ぜ

術後3カ月所見

抜歯窩内部に網状の石灰沈

着像を生ず，

　術後2ヵ月所見
扱歯窩は根端部に相当する

一部の透明領域を残し殆ん
ど消失．
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佐○昭○，♂　26歳．

病名　1f1歯槽膿瘍．

　術前所見

11とほの歯根の間におい

て長三角形の比較的に透明

な部分が存在し，その周辺

に骨質の陰影増強領域（炎

症性骨炎）を認める．

ノ

～

1’

で’馬

髪》、

；〔

風5

翅

秋○久○，　♂　　30歳．

病名　61C3・

　術前所見

罹患歯槽周辺の不整形透明

部．

　術後所見

抜歯窩周辺に軽度の禰漫性

暗影の生ずるを認めた．

、繕 術後所見

扱歯窩周辺の一部に軽度の

禰漫性暗影．

術後1週間所見

禰隠蟹暗影は減退，その他

は前所見と略ぐ同襟．

　術後1週間所見

騰漫性暗影消邊．

術後3週間所見

抜歯窩腔稽ζ縮小傾向，そ

の他に可変を認めない，

　術後3週闇所見

扱歯窩稽ζ縮小し，その周

辺の骨質内に小斑状濃暗影

を散見．

｝

ζ

」

繊雛

　術後1ヵ月所見

上歯窩内の石灰沈着傾向を

認める．

術後1ヵ月所見

周辺の骨質稻ヒ増強，その

他は前所見と同門．

　術後3ヵ月所見

抜歯窩腔は殆んど不明瞭化

し，窩腔内は正常の骨海麗

質：構造を以て充填さる．

　術後3ヵ月所見

扱歯窩著しく浅くなり，窩

内及び窩縁に石茨沈着像を

認める．
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藤（⊃○雄，　3　　32歳，

病名　14　C4・

　術前所見

罹患歯根端に円形透明部．

和○美O子，♀　31歳，

病名噌i。4・

　術前所見
罹患歯残根周辺には格別の
著しい炎症性i変化を認めな
い，

　術後所見

祓歯窩周辺の軽度の礪漫性

暗影出現，透明部消失．
多．鰯

　術後所見

抜歯後格別の異常所見を認

めない．

1’・タミ汐

ゴ　　　の　ほ

／l
　　．，1

’

　術後1週聞所見
抜歯窩稽ζ縮小，周辺の骨
質に斑賦及び網状の陰影壇
強を認め，窩内に石茨沈着
傾向を詔める．礪漫性暗影
消失．

’
、

，獺1
／

’

　術後1週闘所見

前所見に比し著変を認めな

い．

　術後3週聞所見
抜歯窩稽ヒ縮小，扱歯窩縁

に申状石灰沈着像を生じ，

周辺の骨陰影増強を消退．

　術後3週間所見

抜歯窩周辺に骨増生の傾向

を認める．

術後1ヵ月所見

前所見と略ζ同郷． ’熱
　術後1カ月所見

前所見と略ヒ同様なるも骨

増生傾向梢ζ彊化す．

　術後3カ月所見

二二窩著しく縮小し，境界

不明瞭化し，境内へ淡い線

状石茨化像の侵入を見る． 愚》
一　〃
’

　r
’

　術後2カ月所見
七二窩著しく浅くなり，顎

骨骨質の構造も略ピ正常化
す．
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仇
に，

林○洋○，♀　22歳．

病名　引。4・

　術前所見

罹患残根周辺に僅かの淡い

透明領域とその外周に軽い

陰影壇強部を認める．

森○…三，　♂　　56歳，

病名旬。4・

　術前所見
歯根端周辺の硬化性骨炎と
考えられる陰影増強と歯槽
縁周辺の骨組甲介歯槽窩壁
の消失を認める．

術後所見

抜歯後も周辺の骨組織に格

別の異常所見を認めない． ／

　術後所見

硬化性骨縁像は増強し，そ
の範囲も稽ヒ増大し骨粗籟
傑の部もこれと共に側方に
拡大している．

外患，1
　　（　　　　z

　ノ樗’

　術後1週間所見

扱金窩稽ζ縮小，周辺より

板層朕に骨壇生徴候を認め

る．

　術後1週間所見
骨硬化像の範囲は稽ヒ縮小
せるも中心部の陰影は一暦
増強し，且つ周辺に樹脂状
或いは網状陰影を叢生し，

これは一・部下顎管の透明幣

を越えて下方に拡ってい
る．骨弾性部は稽く縮小を
来たしている．　　　　C

9一・
　　、（

　

　術後3週闘所見
抜爵窩腔内に石茨沈着を来

たし，周辺よりの骨増生傾
向も増加．

　　》

　術後3週間所見
骨硬化部は全体としてはそ
の範囲を縮小せるも部分的
には濃厚な小点状影を表わ
している，透明部も極小範
囲に限局している．

≠矧
歩一

　術後1カ月所見
抜歯窩内の石灰沈着増加と

共に窩縁に淡き橋航野茨沈
着を生ず．

グ

　　惚

　術後1カ月所見
前所見と略ヒ同心なるも透
明部は一層狡小となり，斑
状濃陰影もi次第に淡くなっ
ている．

ξ　，

冨　　〃

　術後3カ月所見
窩縁の橋駄石灰沈着は著し
く張化し，これと窩内の石
灰沈着とは更に索朕に連絡
し，窩腔は全く充填された
る如き観を示した． ／

　術後3カ月所見
透明部は痕跡的となり，骨

硬化も淡く，周囲の健康部

との境界不明瞭となる．
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　　　↑

西○重○，♂　53歳．

病名　871C4・及び歯槽膿
　　　漏．

　術前所見
罹患歯槽周辺及び残根周辺
の透明部及びこれと離れて
稚ぐ深部に小鼠一部があり
周辺に陰影曾蛮野を俘って
いる．

○田力○，♀　46歳．

病名　　87651C4・歯根膜；炎・

　術前所見

罹患歯根周辺に接する透明

部とその外周の斑駄濃陰影
を認める，

術後所見

抜歯後扱歯窩周辺に禰漫性

暗影を認める．

　磁4肖薇先／さ

響馨鋒
　術後所見

抜歯窩周辺に部分的に陰：影

増強を見る．

　術後1週間所見
歯槽周辺の禰漫性暗影消
失，歯槽口縁の一部から骨
の虜状増生出現，深部の小
i透明部は稽ヒ縮小せるもそ

の周辺の陰影増強は依然存
す，

　術後1週間所見

抜歯窩周辺の陰影壇強は消

退す．

術後3週間所見

抜歯窩は縮小し，周辺に網

状の骨増生を見る．

　術後3週間所見
全般に骨萎縮像の徴を見る

．扱歯窩は浅く且つ不明瞭
化す．

術後1カ月所見

抜歯窩周辺の骨増生は更に

増強．

無恥・
　諌　　・
　　　　　ゲ＼亀　ノ智～ノ

術後1ヵ月所見

前所見と略ミ同檬．

　術後3カ月所見

歯槽根著しく縮小不明瞭化

し，周辺及び深部の骨増生

も次第に減少．

遍纏
「r～一一

　術後5カ月所見
抜歯部周辺の顎骨は著しく
萎縮し菲薄化し，骨柱は稀
小となり，抜歯窩は至：く認
められない．

【128】



1119

岩○重○，ε　24歳．

病名　6i歯根膿瘍．

　術前所見
罹患歯根周辺の透明部及び
これに接する斑状又は網朕
陰影増彊を詔め．

ノ
戸

＼
　　、

○政○子，♀　72歳．

病名　画　歯槽膿漏・

　術前所見
罹歯根端周辺に小透明部及
びその外周の軽度陰影層加
を見る．

顎骨骨萎縮像著明．

‘，

＆獺
一

’ 　術後所見

扱歯窩周辺に禰雄性曙影を

生ず．

！！’ぐ
　　　　　’、醇学

　術後所見
増歯窩周辺に軽度禰苛性暗

影出現．

頴

冠

術士1週間所見

抜歯窩周辺の油鼠性暗影消

退，

　　　〆一 術後1週間所卑
扱歯獄内に石茨沈着の出現
を見る，

黛

　　　　礁
、　隔ノ・｝イ

、

へ
N
ψ

　術後3週間所見

抜歯面内に網状の石灰沈着

像を生ず．

　　　　　・ノー一一国」一＿、

．／
譲房　亀＿
　　霧　　一

⑫

　術後3週間所見
抜歯窩縮小し，窩温め石灰
沈着増強．

｛

r

蔑郷
　羽後1ヵ月所見

前所見と略ぐ同檬．

、｝一一一一一輔

ﾖ一＿
餐翠陰
　　　　　二4　’一

　術後1一カ月所見
抜歯窩全く不惑瞭化し全般
に骨萎縮像の徴候を見る．

　　，一一幽　　響マー

、両型1
　術後3ヵ月所見

抜歯窩次第に縮小，窩内は

漸次石灰沈着の像現わる．

～幡・■国国幽　　一 　術後3ヵ月所見
扱歯窩全く消失し全般に骨
萎縮像著明．
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8y望 、ワ
、7
’

山Oし○，♀　72歳．

病名1妬。4・

　術前所見

罹患歯根周辺に陰影増強を

認める，

1ヒ（⊃つO，　♀　　56歳，

病名　「8　歯槽膿漏．

　術前所見
罹患歯根に接し小透明部を
認めるが，全般に骨萎縮像
を見る．

♂＝＼、
蕩　．

　術後所見　，

扱歯後格別異常陰影の出現

を認めない．

一

　術後所見

扱歯窩周辺に軽度の曲面性

暗：影を生ず，

／依儀

軍

術後1週間所見

前所見と略ヒ二二．

　　　　　，斜ぜ， 　術後1週闇所見
　リワ　コ

蝋型性暗影消退，骨萎縮像

を現わす．

9

　術後3週闇所見

扱歯窩は浅くなり，窩内は

石灰沈着像を見る，
纏纏ダ 　術後3週間所見

前所見と略ヒ同標．

畠

8　　　・

藩
ン「＝　　二！

拶

　術後1ヵ月所見
扱歯窩石灰沈着像著明，抜
歯』窩著しく縮小．

難題〆
rr一一〆一7一

　術後1ヵ月所見
扱歯窩は著しく不明瞭化，

骨萎縮像明瞭となる．

・鍵盤 　術後4ヵ月所見
抜歯窩全く不明瞭となり消

失，骨萎縮像著明．
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き

盛

●κ

嚢

　　　西○の○，♀　54歳．

　　　病名　531C4．

　　　　術前所見
11
　　　罹患歯根周辺の不整形透明

・0’

@部及びこ乳に接する陰影増
　　　強帯及び濃点状：影を認め
　　　る．

西山○○，♀　54歳．

病名　134・歯槽膿瘍，　ζ

　術前所見
罹患歯根に輩し境界不明瞭
な透明部とその外周の淡い
陰影増響1幣を認める，

　術後所見

扱歯と掻把により濃点状影i

は消失，扱歯窩周辺には格

別の陰影増加を見ない．

‘

　，4￥

遭i
、

術後所見

抜歯窩周辺に格別の異常陰

影の出現を見ない．

り撃謙

　術後1週聞所見
「　　、、輪…騰

抜歯窩週辺の暗影消退．

　傷蛛、
石‘’　　へ‘㌻ヒ

虐蹴‘ 1
霧’

術後1週間所見

扱歯窩著しく浅くなる．

　術後3週間所見

抜歯窩次第に不明瞭化．
γ

　術後3週間所見

扱歯窩内に網状め石灰沈着

像を見る．

　　　　ピ　　ロ

　術後1ヵ月所見

i抜歯窩著しく浅く不明瞭化

し，周辺の暗影消退．

％

　ら

咽

びミ　　　さ

！1 H’｝耐・

　術後3カ月所見

抜歯窩著しく不明瞭化，骨

萎縮像著明，隣接歯根に炎

症性i変化を残す．

ほ　　　　な

妬心 　術後3カ月所見

抜歯窩軽んど消失，周辺に

骨萎縮像を見る．
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⇒

と

　　之
鍵、1

　　　4

鰍
∫

山○示冨（⊃，　♀　　44歳．

病名　81歯根膜炎．

　術前所見

罹患歯根周辺の透明部及び

その外周の陰影増強帯を認
める． ψ

鋒

1望

O佳○子，♀　33歳．

病明　一6－IC4・慢化歯膜炎・

　術前所見
罹患歯根周辺の透明部及び
その下方の陰影増強帯を認
める．

麺
勲・

f z
ノ’

賦活

　術後所見

訓諭翻転葺Zユより　71歯根周

辺に亘り禰漫性暗：影を生
ず．

　術後所見

抜歯窩周辺に軽度の忌垣直
隠：影出現，

　術後1週間所見

抜歯窩稽ぐ不明瞭となる

もノその他は前所見と同感・
∠

＼

　　　　　衡後1週聞所見

識　　　扱歯窩は梢ヒ縮小するも，
　　　周辺の暗影増強増大しヂ列

　　　　歯根周辺に炎症性変化波
　　　一　　　及．

　術後3週間所見
抜歯窩著しく不明瞭となり
窩内に維！朕石灰沈着像を見

る．周辺の暗影は減少す．

臨

董雛

　術後3週間所見

扱歯窩は更に縮小，その他

は前所見と同様．

磁諺
　く

　術後1ヵ月所見
抜歯窩は殆んど痕跡的とな
り，周辺より窩内に網状の
骨柱増生を見る．

ほノげ

ク 　　　で

ρ

賀

　術後1カ月所見

周辺の炎症性骨炎梢ヒ消
退，その他は前所見と同様・

rで

∬と
　術後3カ月所見

抜歯窩全く消失，周辺の骨

萎縮微候を見る，

、

　術後3カ月所見
抜歯窩著しく縮少し，内部

は石灰沈着像を以て充満
し，周辺は炎症性変化消退
し，網状骨柱の増弧を見る・

へ
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浄

津σ丸○，♀　32歳．

病名に　歯根膿瘍．

　術前所見
1■・1旦の歯根端に接しそ

れぞれ膿瘍による透明像と

その附近骨陰影塘強を認め
る．

○申○雄，ε　39歳，

病名司。4・

　術前所見
罹患歯残根周辺には透明帯
とこれを包む皆野：一帯を認
める．

ノz7

　術後所見

抜歯窩周辺の軽度の礪漫性

暗影出現，膿瘍腔は略ぐ前

同様．

湾　　“
、　　　彪ノ終

／難謎…墾

　　　　術後所見
－i虻　　抜歯窩周迦は略ヒ前所見と

参　　同檬，

叢

　　彰

術後1週闇

扱歯窩二目不明瞭となり，

膿腔も縮小，不明瞭化す．

術後1週聞所見

前所見と略ζ同檬．

睡

虻

μ纏ケ

徽
　　　　彦

，

術後3週間所見

膿腔更に梢ζ縮小，その他

は前所見と略ぐ同檬．

通　　　　　7

￥一k．ご

　　　術後3週間所見
！　抜歯窩は稽ヒ縮小し，窩内

　　特に窩口に二目の石灰化像
　　を出現を見る．

『

謡

！‘’、‘

、，
O 術後1カ月所見

膿腔及び扱歯窩は一盛縮小

不明瞭化す．

ノ

（

死，！

／

　術後1カ月所見
抜爵窩内の石灰沈着及び骨

桂の増生は次第に強化され

抜歯窩稽ヒ不明瞭化．

＼．《
　術後4カ月所見

抜歯窩全く消失し，膿腔も

内部は微細な塗骨により充

填され痕：跡化す．

ハ

詠

　ξ

蟹畠

　術後4カ月所見

抜歯窩は浅くなり一膚不明

瞭化す．
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　バ　　　　　も

識‘
刧d肇フ

f

鞍1．∠6多　レ

クーノノ

撫鵬
劣こン

　滋虜
　も

　　碗＿1／
笏

畑O申○，3　40歳．

病名　17q・

　術前所見

罹患歯根周辺に陰影増彊帯

及び濃点状：影を認める．

　術後所見

抜歯前の濃陰：影は消退，荻

歯窩周辺に格別異常所見を

認めない．

　術後1週闇所見

抜歯窩稽ζ不明瞭となる．

　術後3週間所見

抜歯窩著しく不明瞭となり

窩内に網状の筆草を見る．

　術後1カ月所見

前所見と略ぐ同輩なるも抜

歯窩は一層不明瞭となる．

　術後4カ月所見
扱歯窩内には網朕骨柱充満

し，櫛歯窩は殆んど痕跡的

となる．一般に骨萎縮の徴

候を見る．

第4章総括及び考按

　：Kittnerによれば歯槽突起尖端は抜歯後14日

で著明な骨吸牧が認められ，窩縁は内側に傾斜

して，抜歯後42日で骨酒断は田飯停止し，その

後窩縁の骨吸牧は持続して，抜：歯後7～10週で

殆んど漏り，30週では骨吸牧は全く見られない

といい．Eulerも抜歯後の歯槽申隔尖端の骨吸

牧を認めている．

　しかしKittnerの報告では健康歯牙か病的歯

牙かの区別が明瞭でないばかりでなく同一抜歯

創の連続観察でないことが難点である．

　下川は犬の健康歯牙抜歯及び人の病的歯牙抜

歯創について6カ月に亘る連続撮影を行ってい

るが，レ線像の判読に関しては極めて概括的で

あって，創の治癒過程をレ線学的に追求してい

ない．唯治癒期間の長短を論じているだけであ

る．

　私は先人の研究と異なり，目標を抜歯槽及び

’その周辺の顎骨領域のレ線学的微細構造の治癒

過程における推移を詳細に観察し，これと臨床

経過とを対比検討して歯科領域におけるレ線診

断学的基礎に寄与することを目標として本研究

に着手したものである．

　この目的のために特に0．5mm干方の極微固

定焦点管球の試作を紳戸工業研究室に依頼し，

これを用いて繊細な骨貝像をも明瞭にフイルム

上に結像することを確めて実験に供した．

　その結果，従来歯科レ線診断学において全く

気付かれなくて，勿論成書にも何ら記載されて

いない興味ある所見とその微細なる変化を正確

に追求することが出来て，多くの新知見を得
た．

　以下その結果を総括し，些か考案を加えて見

たいと思う．

　先ず，抜：歯直後には一般に抜歯窩周辺の顎骨

部に禰漫性の淡い陰影が出現し，これは1週間

後には浩失する．これは抜歯の際に加えられた

種々の器械的或いは薬物的刺戟によって惹起さ

れた生体反応としての滲出機転に基づく陰影と
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考えられた．

　実際に周辺に炎症性変化少なく而も萎縮して

容易に除去し得る残根を器械的及び化学的刺戟

を可及的少なくして法意深く抜去した際には術

後抜歯窩周辺セこは斯のような漉知性暗影は出現

しないか或いは極めて僅かに現われるのみであ

る．

　抜歯後1乃至3週目に抜：歯窩縁線は陰影濃度

を増加し一時置に明瞭の度を増すがその後次第

に濃度は減少し，1乃至3ヵ月後には不明瞭と

なる．叉，同様に抜歯後1乃至3週目に抜歯窩

周辺に線歌，網状叉は斑ナ伏の境界不明瞭な陰影

増彊が出現することが多いが，これは1乃至3

カ月頃まで屡々持続し，一時濃厚となることも

あるが後次第に吸牧される．これは一般の骨部

炎症のレ線像に見られる反応性の骨炎の像に類

似している所から，顎骨の軽度の骨炎を惹起し

たものと推定される．

　抜歯窩は早いものでは既に1週間後から導く

とも3週間後から縮小傾向を示し，1乃至3カ『

月後セこは著しく縮小して窩縁線は不明瞭とな

り，3カ月乃至6ヵ月後セこは殆んど浩失する

が，時にはその後も抜歯窩の形態をレ線像にお

いて痕跡的に認め得る場合もある，抜歯窩の消

失は30歳までは比較的速かに行われるが，50歳

以後の者では一般に逞延することが多い．

　抜歯後1ヵ月頃から抜歯窩口に嚇平岸は橋駅

に石友軍着帯が出現し，その後抜歯窩内の骨質

による充填に先行して窩口が閉鎮される場合が

屡々見られる．

　抜歯後3週頃から抜歯窩内に軍糧沈着が現わ

れ始め，1ヵ月頃からは周辺の顎骨海綿質から

蓮続的に生長した骨柱が窩内に侵入増生し始

め，抜歯窩縁線は次第に不明瞭となる．

　抜歯窩内の骨質による充墳は先ず淡い雲母の

石帯沈着像に始まり，次いで周辺より侵入した

骨柱によって完全治癒を営むに至る．が，この

場合に抜歯窩口より骨増生の始まるもの，抜歯

窩底より始まるもの，及び窩壁全般に一謙こ始

まるもの，及びそれらの同時に混合した治癒過

程を営むものとがある．

　抜歯学内に侵入増生する骨柱は周辺の学帽形

態に影響されることが多く，周辺に網野骨柱の

存在するときは網歌に，’樹樹伏叉は板暦状骨柱

の存在するときは同様に樹枝歌叉は板暦状形態

を示すが，稀には周辺の骨柱と関係なく窩縁線

に滑ってこれと並行の野冊骨柱を形成する場合

もある．

　抜歯後早いときは3週，遅いときは1乃至3

カ月後から抜歯窩周辺の顎骨に骨萎縮像を現わ

すものがある．

　即ち骨柱：は細ノ」・，稀薄となり，骨は著しく透

明となり，歯槽突起は吸牧されて縮小扁平化し

て来る．

　骨萎縮像の出現は50歳以上の者において一般

に明瞭に且つ，早期に起るが，殊に隣接歯牙を

蓮続数本抜歯された場合に著明である．

　第3大臼歯を抜歯した場合には，輩独抜歯の

場合でも，年齢を問わずその部の顎骨に骨萎縮

の出現が認められた．

　これはこの部分が抜歯後は咬合に対応する力

学的必要性が全く浩失するためであろうと思わ

れる．

　抜歯前に歯根周辺に存在した慢性骨炎性変化

（顎骨の陰影増強として認められる）は抜歯後

も可なり長く残存し，多くは3週乃至1ヵ月後

に略ヒ痕跡欣となって浩失するが，，時には2乃

至3ヵ月に亘って存在し，或いは何らかの誘因

によってこれから急性の炎症を再発する場合も

認められた．或いは叉，抜歯後，隣接歯根の周

辺にその炎症性変化が波及して，隣接歯に種：々

の障碍を惹起せしめる場合も少なくない．これ

に反し歯根周辺に何ら炎症性変化を認めない歯

牙を器械的刺戟を可及的少なく抜去した場合に

は周辺の顎骨に骨炎性変化を起すことも少な

く，識歯窩の吸牧も順調に且つ速かに行われ

る．

　歯槽周辺に膿瘍形成の場合は周囲に陰影増張

を偉つた境界比較的明瞭な透明部を現わすが，

肉芽組織形成の場合には境界梢ζ不明瞭の透明
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部を生じ，その周辺部に弱い陰影増張を伴い透

明部内にも繊細な骨柱像を認める．

　歯槽周辺の急性炎症の場合には歯根に購う軍

歌の透明部と，時にはこれに滑う軽度の禰漫性

暗：影を見るが，慢性：炎症の場合には歯根周辺に

斑歌，網状叉は雲駄の濃陰影を認める．これは

抜歯と共に掻把が行われるときは全く治失す

る．

　斯のような変化が深部にまで波及し，掻把に

より除去されないときは罹患歯の抜去後も残存

し，隣接歯根の周辺を侵し種々の訴えの原因と

なることも屡々認められた．この際，種々の抗

生物質叉は化学療法の併用によってレ線所見の

輝輝と臨床症状の改善を見る場合も多いのであ

るから，レ線像を観察しつつ充分に治療を加え

ておくことが必要である．

　抜歯後ブリッヂ装着等によって隣接歯根に負

荷の増加が起る場合，その歯根周辺の顎骨に次

第に骨柱の増彊が見られるようになる．

　以上本研究の結果，抜歯窩の治癒経過は常に

或る一定の順序を追ってその周辺の顎骨に微：細

な変化を現わしながら推移するものであること

を知ると共に，歯科治療の完壁を期するにはレ

線による精密な検査が欠くべからざるものであ

ることを張絶するものである．

第5章　結

　極微焦点X線管を以て抜歯創の経過を3ヵ月

（時には7カ月）’までレ線学的に観察して次の結

論を得た．

　1）抜歯直後には一般に抜歯窩周辺に禰漫性

の淡陰影が出現し，1週目後には消失する．こ

れは機械的叉は化学的刺戟による一過性の滲出

像と思われるノ従ってこれら刺戟の少ない場合

には極僅かに出現するか或いは全く出現しな

い．

　2）抜歯後1・乃至3週目に抜歯窩縁線の陰影

は濃く明瞭化するが，1乃至3カ月後には次第

に不明瞭となる．

　3）抜歯後1乃至3週目には抜歯窩周辺に線

状，離歌叉は斑猷の境界不明瞭な陰影増張が出

現することが多い，これは一時更セこ増除するが

1乃至3ヵ月頃には吸牧され浩退する．恐らく

軽度の反応性骨炎の像と考えられる．

　4）抜歯窩は1乃至3週後から既に縮小傾向

を示し，一般に1乃至3カ月後には著しく縮小

して窩縁線は不明瞭となり，3乃至6カ月後に

は殆んど消失する．

　5）抜歯窩の消失は30歳までは比較的遽かに

行われるが，50歳以後では一般に逞延する．

　6）抜歯後1ヵ月頃から抜歯窩口に囁歌叉は

　　　論

橋朕の石獣沈着帯が出現し，その後，守内の骨

質充填に先行して平井が閉鎖される場合が屡々

見られる．

　7）抜歯後3週聞頃から抜歯窩内に野次沈着

が現われはじめ，1ヵ月頃からは周辺の顎骨海

綿質から生長した骨柱が窩内に侵入増生し，抜

歯窩縁線は次第に不明瞭となる．

　8）抜歯窩内の骨質による充填は，先ず雲歌

の石友沈着像に始まり，次いで周辺より侵入増

生した骨柱により完全に浩失する．この場合に

抜歯窩口より骨増生するもの，窩底より骨増生

するもの及びそれらの移行型とがある．

　9）抜歯窩内に侵入増生する骨柱は周辺顎骨

骨脂の形態に影響されこれと野幌の形態を示す

ものが多いが，稀にはこれと無関係に窩縁線に

滑ってこれと並行の早歌寒生を形成する場合も

見られる．

　10）抜歯後早いときは3週聞難いときは1乃

至3カ月後から抜歯窩周辺の顎骨に骨萎縮像を

現わす場合がある．即ち翰墨の細小稀薄化，歯

槽突起の縮小扁李化が見られる．

　11）骨萎縮像の出現は50歳以上の者において

一般に明瞭且つ早期に起るが，殊に隣接歯牙を

県単数本抜歯された場合に著明であり，叉第3
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大臼歯を抜歯した場合には輩独抜歯の場合でも

年齢を問わずその附近の顎骨に萎縮像が認めら

れる．　　　　　　　・

　12）抜歯前に歯根周辺に慢性骨炎による陰影

増張の認められたものは，抜歯後も3乃至1カ

月頃までも，時には2乃至3カ月に亘ってその

変化は残存し，時には隣接歯根の周辺を侵し時

には急性炎症を再発する場合がある．

　13）歯根周辺に何ら病変を認めない歯牙を器

械的刺戟を可及的少なく抜去した場合には，顎

骨の骨炎性変化を起すこともなく，抜歯窩の三

三も速かである．

　14）歯槽周辺に膿瘍形成のある場合には周辺

に陰影塘強を件つた境界比較的明瞭な透明部を

現わすが肉芽組織の：場合には境界は梢ζ不明瞭

で周辺に弱い陰影増強を件う透明部を生じ，そ

の透明部内にも繊細な骨柱像を認める．

　15）歯槽周辺の急性炎症の場合には歯根に滑

う帯ナ伏透明部とこれに件う禰漫性暗影帯を見・る

が，慢性炎症の場合には歯根周辺に斑歌，網状

叉は雲歌の濃陰影を認め，これは抜歯，と三把

の後は全く浩失する．叉これが不完全な治療に

より残存する場合には屡々炎症再発の原因とな

る．

　16）抜歯後ブリッヂ装着等により隣i接歯牙に

負．荷の増加が起る場合，その歯根周辺の顎骨に

次第に骨柱増張が見られるようになる．

　稿を終るに当り終始御i懇篤なる御指導と御校門を賜

わりました恩師干松敢授に深甚なる感謝の意を・捧げま

す，次いで御三示御三樋を賜わった下戸医大楢林教授

に深謝致します．
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附　図　説　明

Fig　1・陥凹部骨増生，下顎骨上縁直線化．

：Fig　2・板層駄，網朕，骨増生，骨海綿質充填．

Fig　3・歯槽窩縁より嘱状石灰沈着，

Fig　4．歯槽骨退縮，

Fig　5・橋状石灰化像，網干骨梁巴町．

Fig　6・橋朕石灰沈着と窩内石茨沈着は索朕連絡，

Fig　7．禰漫性暗影，石灰沈着．

Fig　8．柱状石：灰沈着，骨萎縮像，

Fig　9・窩縁虜1伏骨増生．

Fig　10．軽度骨萎縮像．

Fig　11・境界明瞭透明部（膿瘍）陰影増強（骨炎），

　　　　抜歯窩周辺より網賦石門化像．

：Fig　12・濃暗影を俘う透明領域．

Fig　13・樹枝状，網状陰影，硬化性骨炎像．

Fig　14．歯根端膿瘍像．

Fig　15．網状石茨沈着像．
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